










目的:Reye 症候群は急性脳症と肝及び諸臓器の脂肪沈着を特徴とする疾患である。近年本

疾患においてカルニチンの関与が注目されているがカルニチン代謝については現段階では

一致した見解が得られていない。我々はこれを明らかにする目的で臨床的 Reye 症候群、脳

症関連物質として注目されているバルブロ酸,およびアスピリンを服用している患児らの

尿中カルニチンを測定し又アシルカルニチンプロフィールを GC-MS にて測定し,健康小児,

健康成人,ケトン尿を呈した患児,メチルマロン酸尿症患児らのそれと比較検討を行なった。 


